
四
月
九
日
（
金
）
第
六
十
二
回
入
学
式
が
、
穏
や

か
な
天
気
の
も
と
、
盛
大
に
、
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
大
隅
地
区
三
十
一
の
中
学
校
か
ら
集
合
し
た

新
入
生
男
子
百
六
十
五
名
、
女
子
百
五
十
四
名
の
計

三
百
十
九
名
は
、
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、
保

護
者
・
来
賓
の
見
守
る
中
、
各
担
任
か
ら
呼
名
さ
れ

た
後
、
学
校
長
か
ら
入
学
の
許
可
を
受
け
ま
し
た
。

新
入
生
は
、
井
上
明
文
校
長
か
ら
、
鹿
屋
高
校
は

勉
学
に
勤
し
む
所
で
あ
り

「
自
ら
積
極
的
に
学
ぶ

、

、

」

、

姿
勢
を
持
ち

家
庭
学
習
を
欠
か
さ
ず
行
う

こ
と

「
鹿
屋
高
校
の
良
き
伝
統
と
校
風
を
継
承
す
る
」
こ

と
の
二
つ
を
心
に
と
ど
め
て
努
力
し
、
こ
れ
か
ら
の

三
年
間
が
実
り
あ
る
年
月
と
な
る
よ
う
に
と
の
励
ま

し
を
受
け
ま
し
た
。
三
嶋
晃
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
は
、

「
個
性
と
は
、
自
分
の
し
た
い
よ
う
に
振
る
舞
う
の

で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
基
本
の
上
に
自
分
の

特
性
を
活
か
す
こ
と
だ

、
地
域
・
保
護
者
の
期
待

。

に
応
え
る
べ
く
創
意
・
改
善
・
向
上
に
努
め
る
よ
う

に
」
と
の
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
新
入
生
を
代
表
し
て
、
坂
口
愛
さ
ん

（
波
野
中
学
校
出
身
）
が
、
三
星
の
旗
の
下
に
知
・

徳
・
体
を
調
和
的
に
向
上
さ
せ
、
友
情
を
深
め
、
切

磋
琢
磨
し
合
い
、
次
な
る
大
き
な
目
標
に
向
け
努
力

す
る
こ
と
を
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

式
が
終
わ
り
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る
新
入
生
歓
迎
演

奏
が
行
わ
れ
、
新
入
生
は
、
共
に
学
校
生
活
を
す
ご

す
各
ク
ラ
ス
に
案
内
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

一
年
生
を
対
象
に
今
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
っ

た
学
校
行
事
で
あ
る
宿
泊
学
習
が
、
四
月
十
八
日

（
水
）
～
二
十
日
（
金
）
の
二
泊
三
日
、
国
立
大
隅

青
少
年
自
然
の
家
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
集
団
宿
泊

学
習
を
通
じ
て
、
学
年
の
共
同
体
意
識
を
育
て
「
知

・
徳
・
体
」
の
調
和
の
と
れ
た
三
星
健
児
を
育
て
る

こ
と
、
寝
食
を
共
に
し
学
習
の
習
慣
化
を
学
年
集
団

に
醸
成
す
る
こ
と
、
生
徒
相
互
の
人
間
的
な
触
れ
合

い
の
中
で
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
た
企
画
で
し
た
。

一
日
目
は
、
出
会
い
の
つ
ど
い
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
礼
法
指
導
、
四
時
間
の
教
科
ガ
イ
ダ
ン
ス

・
ク
ラ
ス
活
動
、
夕
べ
の
つ
ど
い
、
夕
食
後
の
二
時

間
の
自
学
自
習
。
二
日
目
は
、
朝
の
つ
ど
い
、
四
時

間
の
教
科
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ク
ラ
ス
活
動
、
進
路
指
導

主
任
に
よ
る
進
路
事
例
発
表
、
同
窓
会
長
青
山
三
郎

さ
ん
に
よ
る
校
歌
の
由
来
と
内
容
に
つ
い
て
の
講
話

と
、
音
楽
の
大
川
内
先
生
に
よ
る
校
歌
指
導
、
整
列

指
導
、
夕
べ
の
つ
ど
い
、
夕
食
後
の
二
時
間
の
自
学

自
習
。
最
終
日
と
な
る
三
日
目
は
、
万
滝
へ
の
往
復

十
Ｋ
ｍ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
別
れ
の
つ
ど
い
と
内
容
も

多
彩
な
も
の
で
し
た
。

入
学
後
八
日
目
か
ら
の
こ
の
宿
泊
学
習
は
、
ま
だ

中
学
生
ら
し
さ
も
残
る
一
年
生
に
と
っ
て
は
大
変
な

部
分
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
高
校
生
と
し
て
の
学

習
の
あ
り
方
、
平
常
の
生
活
の
仕
方
、
な
に
よ
り
も

ク
ラ
ス
や
友
人
と
の
触
れ
合
い
や
交
流
は
何
に
も
代

え
難
い
体
験
と
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
二
日
目

の
自
学
自
習
の
時

間
に
は
、
入
学
式

後
に
各
学
級
担
任

か
ら
保
護
者
へ
呼

び
か
け
、
生
徒
達

に
は
秘
密
で
集
め

ら
れ
た
「
保
護
者

か
ら
の
手
紙
」
が
そ
れ
ぞ
れ
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
照
れ
く
さ
い
な
が
ら
も
、
綴
ら
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
涙
す
る
生
徒
の
姿
も
見
ら
れ
、
親
元

を
離
れ
た
宿
泊
学
習
と
い
う
場
で
改
め
て
家
族

と
い
う
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
今
度
は
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
「
保
護
者
へ
の
手
紙
」
を
書
き
、
普
段

言
え
な
い
よ
う
な
こ
と
ば
も
含
め
、
様
々
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
綴
っ
て
い
ま
し
た
。

初
の
試
み
と
な
る
宿
泊
学
習
で
し
た
が
、
新

入
生
の
三
星
健
児
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
に
勢
い

を
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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式

新入生代表宣誓をする

坂口 愛さん(波野中出身)

第
一
学
年

宿
泊
学
習

教科ガイダンスで鹿屋高校の学習

!スタイルを徹底的にマスター

万滝へのハイキング校歌について説明する同窓会長

おいしかった！バイキング



二
年
生
は
、
恒
例
の
「
霧
島
ヶ
丘
公
園
」
ま
で
片

道
七
Ｋ
ｍ
の
徒
歩
で
の
遠
足
を
実
施
し
ま
し
た
。

好
天
気
に
恵
ま
れ
、
点
検
・
諸
注
意
の
後
、
ク
ラ

ス
毎
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
歩
き
、
途
中
の

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
予
定
時
間
よ
り
早
く
目
的
地

に
到
着
し
ま
し
た
。

公
園
で
は
、
自
由
に
昼
食
を
取
っ
た
り
、
ク
ラ
ス

毎
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
や

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
ゴ
ー
カ
ー
ド
と
友
達
同
士
の
輪
を

広
げ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
バ
ラ
園

に
入
園
し
、
咲
き
始
め
た
た
く
さ
ん
の
バ
ラ
を
め
で

な
が
ら
園
内
を
散
策
す
る
集
団
も
あ
り
、
暖
か
な
日

差
し
の
下
で
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
す
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

三
年
生
は
、
高
隈
御
岳
（
一

、
一
八
二
ｍ
）
の

登
山
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

諸
注
意
の
後
、
バ
ス
十
一
台
に
分
乗
し
鳴
之
尾
牧

場
で
下
車
し
、
学
級
写
真
を
撮
影
し
登
山
を
開
始
し

ま
し
た
。
急
斜
面
の
林
道
を
抜
け
五
合
目
ま
で
達
し

十
分
ほ
ど
舗
装
道
路
を
通
り
、
い
よ
い
よ
階
段
を
の

ぼ
り
六
合
か
ら
七
合
目
の
テ
レ
ビ
塔
に
着
く
頃
に

は
、
職
員
に
疲
労
の
色
が
濃
く
な
り
ま
し
た
が
、
生

徒
た
ち
は
、
元
気
に
八
合
目
か
ら
九
合
目
の
難
所
を

も
の
と
も
せ
ず
登
っ
て
い
き
ほ
ぼ
全
員
が
頂
上
に
到

達
し
ま
し
た
。
昼
食
を
と
り
、
最
後
の
グ
ル
ー
プ
が

登
り
終
え
る
と
、
順
次
下
山
を
開
始
し
、
早
い
生
徒

は
二
時
す
ぎ
に
は
下
山
を
完
了
す
る
健
脚
ぶ
り
を
披

露
し
た
者
も
い
ま
し
た
。
二
時
間
も
か
か
ら
ず
に
か

け
声
を
か
け
な
が
ら
下
り
て
い
く
男
子
生
徒
、
校
歌

を
歌
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
下
り
て
い
く
女
子
生

徒
、
太
も
も
が
痙
攣
し
な
が
ら
も
我
慢
し
て
歩
き
続

け
る
生
徒
と
、
そ
の
姿
は
色
々
様
々
で
し
た
が
、
例

、

。

年

こ
の
登
山
は
受
験
の
厳
し
さ
に
喩
え
ら
れ
ま
す

下
山
す
る
中
で

「
本
当
に
辛
か
っ
た
。
今
か
ら
の

、

受
験
の
厳
し
さ
を
実
感
し
た
」
と
も
ら
す
生
徒
が
い

ま
し
た
が
、
そ
の
表
情
は
走
破
し
終
え
た
自
信
や
達

成
感
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た

六
十
期
生
、
三
学
年
の

「
や
る
と
き
は
や
る
」

、

三
星
健
児
の
飛
躍
と
頑
張
り
が
期
待
で
き
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

教
頭

松
髙

全
一

(

鹿
児
島
中
央
高
校)

国
語
科

青
柳

江
美
子

(

加
治
木
高
校)

瀬
戸

和
久

(

鹿
児
島
商
業
高
校
）

中
村

聡
子

(

期
限
付
）

地
歴
・
公
民
科

中
俣

瑞
希

(

期
限
付)

理
科

千
頭

一
郎

(

沖
永
良
部
高
校)

前
川

可
成

(

新
規
採
用)

花
木

孝
輔

(

期
限
付
）

海
老
原

麻
美

(

期
限
付
）

保
健
体
育
科

中
山

暢
宏

(

鹿
児
島
水
産
高
校)

上
村

洋
介

(

新
規
採
用
）

英
語
科

藥
丸

賢
吾

(

大
島
高
校)

藤
田

典
子

(

鹿
児
島
中
央
高
校
）

岩
川

奈
稔
子

(

期
限
付
）

家
庭
科

山
崎

菜
月

(

期
限
付)

塩
満

正
一

(

徳
之
島
高
校
）

実
習
助
手

永
井
麻
衣
子

(

育
休
代
替
）

事
務
主
事

（
地
歴
）
ー
田
中
梨
穂

非
常
勤

（
保
体
）
ー
湯
川
徳
子
・
小
園
め
ぐ
み

三
星
会
関
東
支
部
で
は
、
本
年
も
関
東
地
区
に

、

、

進
学

ま
た
は
就
職
さ
れ
た
新
会
員
を
招
待
し

歓
迎
会
（
五
月
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

新
会
員
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
：
：
五
月
二
十
四
日
（
木
）
十
八
時
～

場
所
：
：
日
本
青
年
館

新
宿
区
霞
ヶ
丘
町
七
ー
一

(

電
話)

０
３
ー
３
４
７
５
ー
２
５
５
０

交
通
機
関

Ｊ
Ｒ
総
武
線
千
駄
ヶ
谷
駅
徒
歩
十
分

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
外
苑
前
徒
歩
八
分

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
関
東
三
星
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
k4.dion.ne.jp/~ssk/

平成1９年５月1日発行 三星の風 第１３号

５月の主な行事

新

任

者

紹

介

(

前

任

校

)

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w
w
12.synapse.ne.jp/kanoyakoukou/

二
日(

水)

開
校
記
念
講
演
会

十
四
日(

月
）
～
六
月
八
日

教
育
実
習
開
始

十
七
日(

木
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

十
八
日(

金)

薬
物
乱
用
防
止
教
室

二
十
四
日(

木)

生
徒
総
会

18年度19年度
大 学 国立 137(8)110(10)

公立 25(1)44 (3)
私立 265(25)175(12)

短期大学 公立 1715
私立 2231

準大学等 137
専修学校等 5328
就職・その他 1726

（ ）は過年度卒

頑張った！５９期生

(平成１９年３月合格状況)

頂上にて昼食（３年）

４月２0日(金)

２年 霧島ケ丘公園

３年 高隈登山

２
学
年

３
学
年

ゆっくりも今のうち

卒

業

生

へ
！

同

窓

会

の

案

内


